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概要

概要

地獄蒸し⼯房 鉄輪

⼩国町森林組合
温泉を活用した木材乾燥を行っている。温泉噴気を乾燥用施設の配管に送り、室温を50～60℃に

上げることで木材を乾燥させる。地域の製材所へ貸し出し良質な木材を提供することを目的とし、

小国町で乾燥される木材の2～3 割が当該施設を利用している。

なお配管には、フィンチューブを採用することで蒸気熱放熱の効率を高めている。

約100℃の温泉噴気を利用して、地元食材等を調理する「地獄蒸し※」を提供している（※古くか

ら鉄輪地区に伝わる調理方法で、温泉の蒸気で食材を蒸し上げる）。また周囲には、目で温泉を楽

しめる温泉の滝のモニュメントや温泉を飲むことができる飲泉場や足蒸し・足湯などさまざまな方

法で温泉が楽しめるよう工夫されている。

所 在 地 熊本県阿蘇郡小国町

泉 質 塩化物泉

温泉温度 110℃

利用温度 -

利用温泉 既存温泉

供用開始 H19

総事業費 4,000万円 (一部補助金あり)

低 高

温泉

温泉槽

排湯

木材乾燥

フィンチューブ

所 在 地 大分県別府市

泉 質 塩化物泉

温泉温度 99.8℃

利用温度 -

利用温泉 既存温泉

供用開始 H10

総事業費 2億6,340万円 (一部補助金あり)

足湯足蒸し 地獄蒸し 飲泉施設

蒸気

低 高

温泉

木材乾燥

温泉

温泉

熱水 熱水

※ ランニングコスト削減効果、 CO2排出量削減効果は、ヒアリ
ング結果を基に算出した推定値（本施設の１回の木材乾燥に必
要な熱量を想定、重油使用量に換算した場合の効果）

※ 1年あたりのランニングコスト削減効果が不明のため、投資回
収年数は算出していない

※ ランニングコストが不明のため、ランニングコスト削減効果、
CO2排出量削減効果、投資回収年数は算出していない
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